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八重山群島･石西礁海域の貝形虫群集(予報）
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Abstract

Onehundredfortyspeciesofostracodabelongmgtofiftyfourgeneraareidentified

inthisstudyontheostracodefaunafromSekisei-shoArea,areefareabetweenlshigaki
lslandandIriomotelslandFromthebiogeographicalpointofview,theostracodefauna

ischaracterizedbythesubtropicalortropicalelementsThedistributionpatternof
ostracodevalvesorcarapacesisdiscussedinrelationtosomeenvironmentalfactors，
comparedwiththatoflivespecimens．

１はじめに ゴ礁域貝形虫群集との比較の上で興味深いだけ

でなく，東アジア周辺の浅海性貝形虫の分布・

起源・進化を探る上でも貴重なデータを提供す

るものと考えられる。

石垣島・西表島間に広がる石西礁は琉球列島

では最大のサンゴ礁を形成している。本海域に

おいて，1985年10月，文部省科学研究費・総合

研究Ａ「沖縄・八重山群島石西礁と周辺海域の

自然環境の現況と形成過程」60300021により，

海洋調査，試料採集が行なわれた。著者らは研

究題目「環境指標としての貝形類」の下，研究

を分担した。現在まで拾い出した貝形虫個体数

は未だ群集の詳しい解析には十分とはいえず，

本論文では石西礁海域の貝形虫群集の概要を述

べるに留める。

近年,東アジアの熱帯～亜熱帯海域において，

浅海性貝形虫の研究が進められつつあるが，そ

の分類・生態・分布・生物地理等に関し，多く

の興味深い事実が得られた（Ishizaki（l981l

WangandZhao(1985),Zhao,WangandZang

U985），WhatleyandZhao（inpress))。た

だ，対象海域の多くは大陸周辺の陸棚に限られ

ており，サンゴ礁域の貝形虫群集の研究は極め

て少ない。カリプ海，東太平洋，紅海において

は，サンゴ礁域貝形虫群集について本格的な研

究が行なわれ，すでにその成果のいくつかは公

表されている(例えば,Kornicker(1958),Allison

andHolden(1971),Teeter（1975),Bonaduce

MasoliandPuglieseU976),CohenandMorin

(1986))。琉球列島周辺海域は東アジアにあって

サンゴ礁域としては北限に位置するが，本海域

のサンゴ礁域貝形虫群集の研究は他地域のサン

２調査海域

調査海域の石西礁は石垣島と西表島の間に位

置し，礁内には，大小いくつかの島が点在する

（第１図)｡石西礁内は全体として浅く平たい地

形をなすが，それより南および北に向っては急

速に深くなる。石西礁南縁部の西表島・新城島
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第１図調査海域および堆積物採取地点。

等深線の単位はｍ・海底地形図は海上保安庁海図Nql206，1285および海底地形図

N06513,6514を基に作成した。
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間，新城島・黒島間，黒島東方および北縁部の

西表島・小浜島間（ヨナラ水道）には外洋側よ

り深い切れこみが発達する。

山本（1987）は1985年８月，石西礁およびそ

の周辺海域の水温，塩分濃度の地理的さらには

垂直方向の分布を調べたが，その結果，黒島お

よび新城島周辺，ヨナラ水道付近で外洋水の流

入が見られる他，ヨナラ水道では石垣島・名蔵

湾同様，深部に冷水塊が形成されている事実を

明らかにした。又，西表島・仲間川河口，名蔵

湾沿岸域では陸水流入の影響で石西礁内に比べ，

水温が少し高く,塩分濃度が低くなっている事，

さらには仲間川河口域では表層水中の懸濁物質

濃度が高い事を指摘している。

1973年９月，海中公園予定地の石西礁内で，

サンゴ群集を中心とした海中景観の調査が行な

われたが，その中で，卓礁や離礁の周辺に，堆

積物一サンゴ破片などよりなる礫や石灰質砂一

が分布する事が観察されている（江口（1974)，

辰喜・福田（1974))。堆積物については，今回

の総研で緑川・氏家（1987）により詳しく研究

され，石西礁内には中粒砂より粗い堆積物が卓

越するのに対し，前述の石西礁南縁部の深所や

石西礁北縁以北にはより細粒の堆積物が分布す

る事が明らかになった。ただ礁内にあっても，

黒島・小浜島間の石西礁中央部には，細粒堆槙

物が分布している（緑川・氏家（1987）の図３

参照)。

八田・氏家（1987）の底生有孔虫群集の研究

からは，石西礁内でも外洋水の影響の少ない竹

富島・小浜島間の礁湖とその南の外洋水流入の

影響の大きい海域では群集の内容に違いがある

事が示された。

以上述べた海底地形，水塊，底質の多様さに

加え，礁内の水の動き，海生植物や動物（特に

貝形虫の捕食に関係すると考えられる魚類，ナ

マコ，ウニなど）の分布は底牛牛活者としての

貝形虫の生態・分布，さらに死後の殻の運搬・

堆績を明らかにする上で重要な環境要因と考え

られる。

３貝形虫群集

堆祇物の採取はソリネットを使用して，１９８５

第１表堆稲物採取地点の水深，堆稠物と貝形虫

（死殻）個体数。
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年10月，石西礁およびその周辺海域で行なわれ

た。得られた堆積物のうち30点のサンプルより

貝形虫の拾い出しを行なった。各々の堆積物サ

ンプルについて,乾燥重量809を９メッシュ（２

mm）および250メッシュ（0.063mm）のふるいで

水洗いし，乾燥させた後,250メッシュのふるい

に残った堆積物残置より200個体を目処に実体顕

微鏡下で貝形虫を拾い出し，５４属，140種を同定

第２表石西礁海域の貝形虫生体群集の種リスト

した。属レベルでみると，熱帯～亜熱帯域に特

有な属が多く，又所属する種の数も多い。中で

も，ｑﾉﾒﾙ…ﾉﾉoid`α属，ｊＷＯ"esjcfca属，Ｈz〆

α〃es雄α属，Ｚ”e6e"”属，jMDﾘｸﾞﾊﾞ:ﾉioz）c"jbz属，

112"e“cyjﾉﾝc”属などはサンゴ礁域に特有もしく

は多産する貝形虫である。

拾い出した貝形虫については軟体部が完全に

残っている個体（生体）と殻だけの個体(死殼）

＊下段は水深を示す。
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を区別した。第１表に堆積物および貝形虫死殻

の数のデータを示す｡250メッシュに残った砂サ

イズの堆積物残置については，さらに，３２メッ

シュ（0.5mm)，６０メッシュ（0.25ｍ）のふるい

を使い，粒度を調べた。堆積物サンプルは全体

として礫や中～粗粒砂の粗粒堆積物が多いが，

９地点（Station、０．８，９，１２，１５，１８，２０，

２９，３１，５２）からは細～中粒砂を主体とする細

粒堆積物が得られている。このうち，２地点(SL

no､18,52）を除く７地点は前述の石西礁中央部

の細粒堆積物分布域内かその近辺に位置する。

９点の細粒堆積物サンプルのうち，１点(Stno、

８）を除く８点のサンプルについては砂(250メ

ッシュのふるいに残った堆積物残置）又は堆積

物109あたりの死殻の数が多い｡粗粒堆積物につ

いては４点（St.、０．５，２６，４６，４８）を除けば

砂109あたりの死殻の数は少ない｡なお，この４

点のサンプルは外洋側で採取されたものである。

細粒堆積物の採取地点の水深を海図で調べたと

ころ,細粒堆積物としては砂109あたりの死殻の

数の少ないＳｔｎＱ８を除き,他の採取地点は石

西礁内にあっては水深が大きい。即ち，Ｓｔ.、０．

３１は西表島･新城島間の太平洋側から喰いこん

でいる深所が礁内中央部に向い，次第に浅くな

るその途上にあり，Ｓｔ.、０．９，１２は礁中央部を

北西から南東に伸びる水路の各々，南側および

北側の縁に位置する。他の地点も石西礁内にあ

っては比較的深い場所に位置する。要するに，

石西礁内では，深い場所に堆積した細～中粒砂

中に貝形虫遺がいが濃集していると考えられる。

次に，細粒，粗粒を問わず，堆積物中に含ま

れる遺がい群集が“自生的”か“他生的”か，

即ち，砂底域（又は礫底域）に生息する貝形虫

の殻が，死後，その場で堆積したのか，あるい

は異なる環境より死殻が砂底域に運ばれてきた

ものかが問題となる。イギリス・テムズ川河口

域の貝形虫遺がい群集を研究したKilenyi(1969）

は死殻の保存の度合，殻の齢組成，合弁と単弁

の数の比などを判断材料として，自生的な群集

と他生的な群集を識別した。しかし，石西礁の

ような高エネルギー環境下にあって，水の動き

が複雑な海域ではKilenyiの方法をそのままあて

はめるのには無理があると思われる。本研究で

は生体を遺がいとは区別して扱い，生体群集の

種リスト（第２表）を作成，遺がい群集の種組

成との比較を試みた。遺がい群集については，

比較的多く出現する種についてのみ，その産出

頻度を示した(第３表)。なお，遺がい群集の主

要種のリストを作成するにあたっては，死殻の

合計が50個以下のサンプルは除いた。又，環境

については，総研の研究結果を参考にして４つ

に区分した。即ち，小浜島・竹富島間の閉鎖性

の強い礁湖一｢Lagoon｣,その南方の外洋水や仲

間111の影響を受ける海域一｢Lagoon-Opensea｣，

外洋側の浅い海域一「Openｓｅａ(shallow)」お

よび外洋側にあって水深の大きい海域一｢Open

sea(deep)｣の４つである｡採取地点は各々の｢環

境」の中で浅い方から順に並べた。貝形虫種は

最上位のPKsmcy仇e”ｊＳ６ｍｄｙｊからＬｄｍｍ〃

c伽ｚｓｐ２までの12種を，その出現に「環境」との

関連が見られると考えて，その他の関連の認め

られない種と区別した。前者の種のグループ内

では，表中，上位にある種ほど｢Lagoon｣の環

境に，下位の種ほど外洋水の影響を受ける海域

に特徴的に産出しているのが分かるように並べ

た。なお，表中，上記12種の下位の３種一

ﾉｶ“SOC)ﾉ肋e”ｊＳｃｆＲａｄｆ"c/〃ｅん,ZgmZZ,ｊＭｂ液一

ｈ０ひe"ｍｓｐ.および田0"mCy仇c花ｃｆｓ"６．

脚0"ｊｃｎ－は｢環境｣より，水深と関連があり，

水深の大きい地点より多く出現している。生体

群集の種リストと遺がい群集の主要種リストを

比較してみると，種組成に違いがある。即ち，

死殻で多く出現する種の生体が死殻の数に比例

して見つかるわけではない｡例えばＸ膠ＳｍにDCｿnfs

属の２種，Ｘｂｓわんbe病Ｃｆ”"α〃およびXcf

szzgzz〃た"sjSは死殻としては多くの地点で多産す

るが，生体についてはそれほど多くはなく，特

にＸｃｆﾉ､"α海は３地点（St､ｎｏ,７，１４，２８）

以外では出現していない｡九"gdbcy肋e”属の２

種とLDmCo"cjbasp.lに至っては，死殻は晋へ

ん的に出現するものの，生体は発見されていな

い。一方，Loxom"C肱ｚ〃、"”c吻彪"s心Ｌ,ｓｐ、

２，月DPC"mQyp錨ｓｐ､２，CtzﾉﾉZsmC)ﾉ肱cねｓｐ､３，

Xbsわんbe疵ｓｐｌ，Ｘｓｐ、２，Ｘｓｐ、４，０沸
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第３表石西礁海域の貝形虫遺がい群集の主要種の産出頻度
％
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４
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８
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皿
３

７
３

ｕ
４

鍋
４

弧
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弱
５

妬
５
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】
Ｆ
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皿
８
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９

９
ｍ

９
９

２
１
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妬
２

皿
３

１
３
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(deep）

８
８
４
１

６
８

４
２

２
９
５
２

５
⑲

PfSj0Gy鋤e形fs6mclb'i(Ishizaki） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ／ ／ ／ ／ ○

mzcAy上62)qjSsp､１ ／ × × Ｘ × ／ ／ ／ ／

庇河SsodfﾉheがＺｆａＺｉ"ａ６ａｊＯｋｕｂｏ × ○ ○ × ○ ／ ／ × × ○ × × ／ ／ ／ ／ ／

漣stO地6e漉ｓｐ､１ ／ ／ ○ ／ × ● ／ ○ ／ ○ ／ ／ ○ × ／ ／

、鰻fe62ﾉｶﾞ"zzα”c"jZzeKeij ／ ／ × × ／ × ○ ／ ／ ／

Ｘどsto比62徳ｓｐ､２ × × ／ ○ ／ ／

ﾉ249()sOCyfAe花fssp． ○ ○ ○ ○ × ／ ／

Ｑz"fsj0Gythc花ｓｐ､１ ／ ／ ／ ／ × ／ × ○ ／

Ｏｍａｍ彫be7fssp､１ ○ ／ ○ ／ ● ■ ● ○ ／ × ● ／

Lomco〃cAasp、１ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ● ● × ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

ﾉVbo"esjtmzsp､１ ／ ／／ ／ × × ／ ○ ／ × × ○ ／ ／ ○ × ○ × ○ ／ ●

Lojmco"c肌zsp､２ ／ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ● ○ ○ ○ × ／

ﾉjdgDso(:yjAejqgjScfRa虚湘e【ｂｅん"gmZzHu × ／ × ／ × ／ × × ／ ○ ○ ／ × Ｘ ○ ／ ○

/M切引hA0ひe"jtzsp． ／ × ／ × ／ ／ ／ ／ × × × × × ／ ／ ／

Pb"j0Cy肋c泥ｃｆｓ"biZPo"jczz(Hanai） × × ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／

Ｘどsわん6ｃ７ｑｆｓｃｆ力cz"αjjlshizaki ○ ■ ■ ● ○ ○ ○ ■ ○ ● ● × ● ● ■ ● ● × × ● ● ● ● ×

Ｘ・Ｃｆ suZgUz”e"s歯Kajiyama ● ○ ／ ／ ● ○ ● ● ■ ／ ／ ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ × ●

Ｌａｍｃｏ"c“Cu、"o灘cﾙだ"sisIshizaki ● × ○ × × ○ × ○ × × ○ ● ○ × × ○ × ● ○ ○ ● ○ ／

ルアzz"Cs域ａｓｐ､１ ／ ／ × ／／ × ／ ■

Lomco”ｊｃ"雌湘ｓｐ，１ ／ ／ ● ● ／ ／ ○ ／

血"BdbGytAc”ぬ/ｌ０ｊＵｌ‘ｓ（Brady） × × ● ○ ○ × × ○ ○ ／ × ○ ○ ／ × ×

ＴＭｍ)USOC膠[z"“(Teeter） ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ／ × × ／ ○ ○ × ○ ／ ／ ○ ○ ／ ／

Ｘｂｓ〃化6ｅｊｆｓｓｐ､３ ○ ○ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ ／ × ○ ×

Ｌｏｍｃｗｗ趣敗獅ｓｐ､２ × × ／ × ○ ／ × ／ ／ × ／ ／ ／ × ／

jVbU"Cs辺ａｚｓｐ,２ Ｘ ／ ○ ／ ／ × ／ ○ ／ ／ ／ ／

IWo6zJ"わ"jtzsp､１ ／ Ｘ ／ ○ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／

jazd”c比Ｃｆひｉ,召、(ｚＨｕ ／ ／ ／ × × ／ ／ ／ Ｘ ○ ／

LojmcmnIzjm触沈ｓｐ､３ ／ ×
／

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × ／ ／ × ／ ／

唖ガカｓｐ､１ ／ × ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ × × ／

、ﾌﾞb6eJ醜ａｓcγimtzTriebel ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／

Ｑz雌mGythc”ｓｐ２ ／ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／

Ｃ・ｓｐ､３ ／ ／ × ／ ／ ／ ／ ／
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〃αｔｏﾉb6e瘤sp､１などは生体の出現頻度が高い。

ただ，現時点で拾い出した生体の数は未だ少な

く，上述の種組成の違いをはっきりさせるため

には新たに拾い出しを行うか，改めて堆積物を

採取する必要があろう。

生体群集と遺がい群集の違いの問題について

は，個々の種の分布・生態を明らかにしていく

事により，解決の糸口を掴む事ができると考え

られる。現在，著者らは沖縄県瀬底島北西岸の

礁池内で貝形虫の分布・生態を調べており，そ

の成果が得られつつある（山田（1985,Ｍｓ)，

平良(1986,Ｍｓ)，平敷(1986,Ｍｓ)，Tabuki

andNohara(inpress))。貝形虫種組成は礁池

内の位置や水深の他に底質の種類により異なる。

底質としては大型植物(アオサ，ヒメモサズキ，

リュウキュウスガモ）および砂の他に，礫上に

密に生えている繊維状藻類についても調査，サ

ンプリングを行なっている。特に後者について

は砂粒がtrapされている事が多く，見かけは砂

底的であるが個体密度は砂底に比べ，格段に高

い。本研究でも見られる種のうち，Ｘｇｓわんbe応

Ｃｆ肱z"αi4Xcfscmgzz籾jC"s歯や712"edbCy雌花

/、"soceα"極(TabukiandNohara(inpress）

のＨｂ'６'9ｍ"jfessp.)は繊維状藻類を含め,植物サ

ンプルからは出現するが，砂底からは見つかっ

ていない。一方,Ｌａｍｃｍｚｃﾉ、〃、"o"c"た"s歯お

よびＰｂ)fssOGy仇eﾌﾞｳﾞﾉﾋﾉbzzi”ぬiは砂底に特有の種

である。桃原（1985,Ｍｓ）は石垣島・川平湾

の現生貝形虫について研究したが，その中で，

Ｌ,〃ね"o"c"わ"sis,Ｌｓｐ､３が砂底に特徴的に

見られるのに対し，Ｘｃｆ．”"α私Ｘｃｆ．

s[zgn"た"sｉｓ，Z1g"edDcy腕e花／、"sOccα〃2ｍ，

Ｒａ`ｊ"e/Azcf・ひﾉﾌﾞgmtzは外洋水の影響のある礁

池内の石灰藻に付着して出現する事を報告して

いる。喜田（1974）は石西礁内の海藻調査を行

なった際，海藻が枝サンゴの下部，死サンゴ表

面,礫上に生育している他,海藻や顕花植物(ウ

ミヒルモ）が砂底や砂礫底に分布している事を

報告している。今回採取した堆積物サンプル中

には植物遺体は見つかっていないが，ソリネッ

トを引く間，植物が生育している場所を通過し

た可能性もある。今後，ソリネットにより堆積

物を採取する場合，植物群落について留意して

おく必要がある。

著者らの瀬底島での調査は礁池内に限られて

おり，種数も多いとは言えない。又，高エネル

ギー環境下にあっては生体そのものの運搬も考

えられるが（Williams（1969))，現在得られて

いる貝形虫の分布・生態のデータを考慮に入れ

ると，生体と遺がいよりなる石西礁海域の貝形

虫群集は，本来，砂底や砂礫底で生活している

貝形虫種一例えばLojmm"cﾙｲｚ脚、"oz《c"た,zsis

や彫）nfssocy"DC'ajZﾉbZz”a6zzノーの生体および遺が

いに加え，他の環境_特に，海生植物が繁茂し

ている場所一で生活している貝形虫種一例えば

Ｘｂｓｍ化be）aiscf、肱z"αﾉﾉや、,"cdbCy'AC”ノね"‐

SOC“"ｚｍ－の主に遺がいが運搬され,混入した

ものであると考えられる。
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